
２０２３広報ひだか　４月号6

令和６年度　町政執行方針

防災対策

　防災対策につきましては、日本

海溝・千島海溝周辺海溝型地震に

伴う津波による甚大な被害が予想

されることから、避難施設や避難

路及び避難所備蓄品等の整備につ

いて、具体的な事業計画を策定し

てまいります。

　また、地震・津波災害を想定し

た住民参加型の訓練を実施し、避

難経路の確認や災害時の情報伝

達、避難態勢の検証など、避難意

識の向上を図るとともに、迅速な

避難態勢の整備に努めてまいりま

す。

脱炭素事業

　脱炭素事業に向けた取り組みに

つきましては、脱炭素化の促進が

町の事務事業、家庭・地域、事業

所と様々なステージでの施策があ

る中で、既に策定している日高町

地球温暖化対策実行計画の事務事

業編に続いて、町の自然環境や社

会的条件に応じた温室効果ガス排

出量削減の具体的な施策を定める

同計画の区域施策編の策定に取り

組んでまいります。

自治体ＤＸ 　

　ＤＸ推進に関する取り組みにつ

きましては、デジタル技術の活用

による住民の利便性の向上を図る

ため、町ホームページのリニュー

アルに伴い、日高町公式ＬＩＮＥ

を新規開設し、防災や子育てを

はじめとした住民が求める行政情

報をきめ細かく発信してまいりま

す。

　デジタルデバイド対策につきま

しては、初めてスマートフォンを

購入する高齢者に対し購入費用を

助成するほか、操作に不安がある

方にも安心して活用いただくため

編成は、限られた財源のもと財政

の健全化を念頭に置きながら、第

２次日高町総合振興計画の目指す

将来像実現に向けた様々な施策や

事業を盛り込んだところでありま

す。

　一般会計の予算規模につきまし

ては、継続事業として富川市街地

活性化事業、生活館改修整備事

業、とねっこの湯改修事業、町

営住宅整備事業及び町道整備事

業、また、新規事業としても合葬

墓整備事業、地域循環型バス運行

事業、ＤＸ推進事業、新たな各種

予防接種費用助成事業などを予算

計上したことにより、前年度との

比較では１４億１，３００万円、

１２．８％増となり、歳出総額が

１２４億１，３００万円となった

ところです。

 

むすび

　以上、令和６年度の町政執行に

臨む、私の所信を述べさせていた

だきました。

　町政では様々な課題があります

が、これからも、決してまちの活

力を失わないよう、私の姿勢とし

て掲げている「町を元気に」とい

う目標を実現するため、さらに鋭

意努力し、町政運営に取り組んで

まいります。

　新年度は、私の任期の折り返し

となる３年目となりますが、町民

の皆様、議員の皆様のご理解とご

協力を心からお願い申し上げま

す。

にスマートフォン教室を開催し、

町内に暮らす方々がデジタルの恩

恵を受けられるような事業を推進

してまいります。

　ＤＸによる行政の効率化では、

職員間の情報伝達・共有の効率化

のため新たなツールを導入し、業

務改革に取り組むとともに、組織

全体のＩＴリテラシーの底上げの

ため、デジタル技術活用スキル向

上を目的とした職員研修を実施す

るほか、ＩＴ知識を認定する資格

取得を推進し、今後のデジタル社

会を牽引する職員の育成に取り組

んでまいります。

◎持続可能な行財政運営

行政運営 　

　行財政運営につきましては、当

然に必要な住民サービスに加え、

その時々で何が求められているの

かを敏感に察知していかなければ

なりません。限られた財源ではあ

りますが、こうしたことを踏まえ

ながら持続可能な財政運営を行う

とともに、将来の日高町の姿を見

据え、各種施策事業を着実に進め

るように努めてまいります。

 

予算案の概要

　令和６年度の予算編成につきま

しては、国の令和６年度地方財政

計画では、地方税が減少し地方交

付税が増加、臨時財政対策債を

減少させると見込み、一般財源総

額の交付ベースを令和５年度と比

較し増額と見込んでいるため、日

高町においても、一般財源を令和

５年度より増額で計上しておりま

す。

　当町におきましては、幼児教育・

保育の無償化、学校給食無償化事

業の継続、燃料費及び物価高騰等

により歳出予算の抑制が難しい状

況ではありますが、各会計の予算
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令和６年度　教育行政執行方針

教育行政の基本姿勢

　令和６年日高町議会３月会議の

開催にあたりまして、日高町教育

委員会所管行政の執行に関する主

要な方針について申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症は、

５類感染症へと移行されました

が、移行後の学校教育活動につい

ては、これまで制限されてきた教

育活動のうち、従来にとらわれず

真に必要なものを積極的に実施す

るとともに、ＧＩＧＡスクール構

想のもとで生み出されてきた多様

な教育実践の工夫を生かし、さら

に進化を図ることが求められてい

ます。日高町教育委員会としまし

ては、上記の方針を踏まえ、今後

も基本的な感染症対策を講じなが

ら、日高町教育大綱に則り、ふる

さと日高町への愛着を持ち「豊か

な心を育む教育、文化のまちづく

り」を充実させる教育行政に取り

組んでまいります。

　以下、学校教育、社会教育の順

に、推進の基本方針と主な施策を

申し上げます。

学校教育

　学校教育には、子どもたちがこ

れからの時代に求められる資質・

能力を身に付け、予測不能な社会

を生きる力を育むことが求められ

ています。

　そのためには、学校・家庭・地

域・行政が一体となった取組を推

時休業等の非常時にあっても学習

に著しい遅れが生じることのない

ようＩＣＴを活用した取組を推進

してまいります。

　深く的確な思考力や判断力、豊

かな表現力を育むためには、じっ

くりと活字に向き合う体験も欠か

せません。そこで、読書の啓発

や図書室の有効利用を行うととも

に、家庭や地域と連携しながら読

書習慣の定着を図ってまいりま

す。

豊かな心を育む教育の充実

　子どもたちには、将来に対する

夢や希望、自らの人生や未来を切

り拓いていく力など、よりよく生

きるための基盤となる道徳性を養

うことが求められています。

　そのためには、家庭や地域と連

動した体験的な学習活動や考え議

論する道徳教育を充実させ、一人

一人の道徳的な判断力、心情、実

践意欲と態度を育てていきます。　　　

あわせて、子どものよい点や可能

性を見つけ評価し、主体的に物事

に取り組む基盤となる自己肯定感

を高めるとともに「あきらめずに

進し、子どもたちが自立し社会で

活躍するために必要な力をしっか

り身に付けることができるよう、

支援してまいります。

確かな学力を育成する教育の充実

　全国学力・学習状況調査の結果

では、令和元年度以降全国平均と

の差を縮めるなど改善傾向が見ら

れ、令和４年度には全国平均を超

える教科もありました。しかし、

昨年度は全ての教科において全国

平均を下回る結果となり、引き続

き学力向上に向けた取組が重要な

課題であります。

　そのためには、新たな「第３期

日高町学力向上３年次計画」を策

定し、子ども一人一人の学びの過

程を重視した授業を展開します。

そして、主体的・対話的で深い学

びの視点から授業を改善し、子ど

もたちが自ら考え主体的に取り組

み、よりよく課題を解決していく

「考える教育」を推進してまいり

ます。

　１人１台端末については、今後

も積極的かつ効果的な利用を促進

し、ＡＩドリルをはじめとする

様々な学習機能を有効活用させ、

「個別最適な学び」と「協働的な

学び」の充実を図ってまいります。

あわせて、子どもたちがタブレッ

ト端末を家に持ち帰り、家庭の協

力を得ながら学習が行えるよう取

り組んでまいります。そして、臨

令和６年度　教育行政執行方針

　令和６年３月１１日、町議会３月会議が開催され、

武田啓嗣教育長が新年度の教育行政執行方針を発表

しました。


